
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研 究 紀 要 

令和２、３、４年度長岡京市教育委員会指定 

令和４年 11月 18日 

長岡京市立長岡第四小学校 

思考を見える化、言語化しながら育てる   

論理的思考力（プログラミング的思考）の育成  

～協働的・探究的に学ぶ活動を通して～ 



 

 

  

 

 

 

 

【専門研究部】実践事例 

 

 

調理実習をしよう（６年生） 
「調理の手順を試験すに表そう」 

跳び箱（３年生） 

「練習のステップをフローチャートに表そう」 

発芽するための要因が何か
を考え、フローチャートに
表した。実験結果を見直し
たり、友達と相談したりす
ることで、試行錯誤しなが
ら改善することができた。 

条件の細分化によっ
て、結果が違ったこと
から、事象を見える化
することができた。 

植物の発芽と成長（５年生） 

「発芽条件をフローチャートに表そう」 

役割を考えながら話し合おう（４年生） 
「話合いに見通しをもつ」 

フローチャートの手順をもと
に、クイズの問題作りに取り
組むことができた。 

班での話合いの場面では、自
分たちの進度を確認しなが
ら、行うことができた。 

クラゲチャートを使うこと
で、問題作りに必要な考え
の整理をすることができ
た。 

「素早さ」と「効率

性」を考え、それぞれ

が手順を考えた。 

シーケンスに表すこと
により、自分の考えが
図式化され、思考の整
理に役立った。 

わたしたちのまち（３年生） 
「手順をもとに地図クイズを作ろ

う」 

〈理科部〉 

〈社会科部〉 

手順があることで、見やすく、分かりやすくなった。
また、「もし」という分岐のパターンを考えること
で、不規則な事柄への見通しを持つことができた。 

単元の導入時に学

習課題が生まれる

ので、主体的な学

習を進めていくの

に有効であった。 

〈国語部〉 

〈体育部〉 〈家庭科部〉 

〈生活科部〉 

水泳学習の準備（特別支援学級） 
「準備の手順を表そう」 

水泳学習へ行くための手順

を、子どもたちと確認しな

がら、一つひとつ丁寧に見

つけることができた。 

失敗を恐れる児童が多い中、

授業の中で失敗ができ、その

失敗を実践で生かすことがで

きる思考のフローチャート化

のよさを感じた。 

練習のステップをフローチャー
トで図示することで、児童 1
人 1 人が次に行う活動を自ら
判断し、行動するなど、技能習
得につながる学び方を身につけ
ていた。 

学習活動にプログラミング的
思考を生み出す学びのサイク
ルを組み込むことで、自分の
動きのエラーをみつけ、改善
点を見出すことが技能の習得
につながることに児童が気づ
くことができた。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長岡京市立長岡第四小学校 
〒617-0843 京都府長岡京市友岡 1丁目 2-4 

TEL 075-953-4004  FAX 075-953-1498 

http://www.kyoto-be.ne.jp/nagaoka4-es/cms/ 

○学習や活動のステップをフローチャートに図示することで、児童一人ひとりが次に行う活動を自ら判断し

て行動することができるようになった。 

○活動のスタートからゴールまでの過程を見通しながら行動できるため、自分で今何をしなければならない

のかを判断することができた。 

○活動に問題があったり、うまくできなかったりした場合に、フローチャートの分岐を戻って考え直すことで、

より良い方向へ考えや行動を変えることができていた。 

●フローチャートを子どもたち自らが作り出すには、練習するための時間が必要であった。 

●プログラミング的思考は、トライ&エラーが想定しやすい実技教科や、活動では使いやすさがあった一方

で、教科、単元によっては考えにくさがあった。 

研究の成果と課題 

今後も続けたいこと 

○指示や活動を言葉で箇条書きするのではなく、フローチャートにすることで、視覚的に判断し、思考する

ことができる。 

○フローチャートにすることで、失敗を想定して活動していくことができる。 

○プログラミング的思考の考え方（順序・繰り返し・条件分岐）を取り入れることで、 

①対話しやすくなる。②試行錯誤しやすくなる。③間違い（問題）を発見しやすくなる。といった

利点が見られたため、学習場面で活用していきたい。 

お わ り に 
長岡京市立長岡第四小学校 

校  長     吉 岡   学 

良質な試⾏錯誤を伴う思考活動こそが︕ 
 
本校では、児童が自ら問いを見いだし、思考を視える化・言語化しながら論理的に解決過程を説明する

⼒を⾝に付けられるよう、協働的・探究的な学びを⽬指した授業改善を行ってきました。これまでの研究の⾜

あとを振り返りますと、考えを発信することはできても、考えを深めるまでには⾄っていない場合があることが課

題でした。  

解決過程を説明する前の、試行錯誤を伴う思考活動こそが、児童があきらめずに課題に向き合い、より深

く考え、児童同⼠で学ぼうとする姿勢を引き出すものと考えます。 

プログラミング教育を通し、良質な試行錯誤とプログラミング的思考が伴う授業開発を試みました。当初、

本校教職員も、プログラミング教育とは何かを学びながら、研究実践を積み上げていきました。新たな取組へ

の挑戦は、本校の人財育成にもつながりました。本校から授業を発信することが、プログラミング教育への一助

になれば幸いです。  

最後になりますが、本校の研究に当たり、温かい御指導・御助言をいただきました長岡京市教育委員会の

皆様、児童の学びを御⽀援いただきました関西大学 黒上晴夫 教授をはじめ関係機関の皆様に対し、⼼

より感謝申し上げます。 


